
英語教育リーディングスクール推進計画 

北九州市立ひびきの小学校 

英語教育リーディングスクール推進委員会 

【英語教育リーディングスクールの概要】 

１．英語教育推進指定校の研究内容  

○概要 

小学校 1 年生から中学校 3 年生までの英語科学習が円滑につながり、「実際に英語を使用して互いの考えや気

持ちを伝え合う」言語活動と通して児童生徒の英語力やコミュニケーション能力の向上についての教育課程およ

び具体的な指導方法について研究開発を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ひびきの小学校英語教育リーディングスクール推進計画】 

１．研究の目的と仮説  

（１）本校の研究主題 

 

 

 

 

 

（２）研究仮説 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｒ６ 主題研用資料 

英語教育リーディングスクールのイメージ図 

 

「英語で自分の考えを積極的に伝え合うことのできる児童の育成」 

 ～学年に応じた言語活動の工夫を通して～ 

＜仮説１＞学年に応じ, 言語活動の設定を工夫すれば, 児童が英語の発話量が増え, 英語で伝え合う力が

高まるであろう。 

＜仮説２＞指導方法、教材・教具及び評価方法を工夫すれば、児童の英語に対する関心・意欲が増し、他

者と積極的にコミュニケーションを図ろうとするであろう。 

 



２．研究推進計画  

（１）令和 5 年度の取組の方向性について 

 ・昨年度の成果と反省を生かしながら,  

 ・「ひびきの小スタンダード（SHGs）」に基づく授業を実施し, 内容の検討を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・第３水曜日は英語リーディングスクール（主題研究）に関しての、研修を全職員参加で行う。 

・昨年度から引き続き, 小中連携を密に行い, 教員が小中９年間を通した外国語教育のイメージがもてるように

する。 

 

（２）具体的な取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１学期】 

① 英語リーディングスクールの概要や趣旨を理解するための研修を実施し, 教職員の共通理解を図る。 

② 英語の歌や豆知識を全校に流し, 毎日必ず全児童が英語を耳にする機会を設ける。 

③ 校内の環境整備を行う。（学年・授業内容に応じた掲示物を作成, 掲示する。） 

④ 児童・教員への英語に関するアンケート調査を行う。（スクールプランの指標あり） 

 

【第２学期】 

① １学期の反省や改善点を踏まえて、各学年において英語体験活動や外国語活動, 外国語科の授業実践を行

う。 

② 研究授業の実践 

・校内での互見授業や, 北九州市の学校に向け, 英語教育リーディングスクール公開授業を行う。 

・他校のリーディングスクールの公開授業にも, 職員を募り参加し, 参観する。 

【第３学期】 

① ２学期までの反省や改善点を踏まえて、各学年において英語体験活動や外国語活動, 外国語科の授業実践

を行う。 

② 来年度に向けてひびきの小スタンダード（SHGｓ）の見直し, 修正を行う。 



➀ 研究・研修部 

＜    ・    ＞ 

◇研究・研修内容の検討・計画立案 

◇評価・評定研修（高学年） 

◇授業内容の打ち合わせ 

 

 

 

 

 

【英語教育リーディングスクール推進委員会】 
 

≪推進委員長≫     ≪研究主任≫    

➁  環 境 部 

＜    ・    ＞ 

◇掲示物作成・掲示 

◇環境整備計画 

◇紀要の印刷・配布 

➂ 調 査 部 

＜    ・    ＞ 

◇児童及び職員の意識調査 

◇調査実施及び集計, 分析 

（３）指導体制について 

・ALT…授業における指導助手（１名） 

    全学年に授業で関わることができるように, 時間割を毎月調整する。 

※今年度は外国語教育を専科指導では行わないため, 各担任が年間を通してＴ１となり指導を行う。 

 

３．本校における英語教育リーディングスクール推進活動 

（１）校内研究組織 
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